
令和７年度水稲作況情報（8 月分） 

○耕種概要 

・場所 和歌山県農業試験場内圃場（和歌山県紀の川市貴志川町高尾 160） 

・供試品種 キヌヒカリ・きぬむすめ・ヒノヒカリ 

・播種期 5 月 21日 

・移植期 6 月 10日 

・移植方法 機械移植 3本植 

・栽植密度 20.8 株/㎡(16cm×30cm) 

・施肥（N・P２O５・K２O kg/10a） 

基肥 4.8-7.2-5.6 追肥①（幼穂形成期頃） 2.4-0-2.4 追肥②（追肥①の 10 日後頃） 2.4-0-2.4 

○気象 

最高気温は、5 月第 1 半旬から 7 月第 6 半旬にかけて平年を上回っており、特に 6 月第 4 半旬及び 7

月第 2半旬頃は、平年値との差が大きかった。 

 降水量は、6月第 2半旬から 6月第 3半旬にかけて平年より多く、特に 7 月第 4半旬は顕著であった。

日照時間は、降水量の多かった 5 月第 5 半旬や 6 月第 2 半旬及び第 3 半旬で平年を下回った。一方、6

月第 4 半旬以降は平年を上回っており、特に、6月第 4半旬及び 7月第 1 半旬から第 2 半旬の期間は、

降雨がほぼなかったことから平年との差が大きかった。 

〇生育概況 

 葉齢は、いずれの品種も平年より早く進展した。 

草丈は、いずれの品種も移植後 20 日時点では平年より 120％以上長かったが、移植後 30 日以降は、

平年との差が 4％以内であった。 

 茎数は、いずれの品種も移植後 20 日以降は平年を上回った。特に、移植後 30日時点では、いずれの

品種も平年より 150％以上多かった。 

 幼穂形成期は、「キヌヒカリ」で平年より 1日早く、「きぬむすめ」で平年より 1日遅かった。「ヒノヒ

カリ」は平年並みとなった。 

 出穂期は、「キヌヒカリ」で平年より 5 日早く、「きぬむすめ」で平年より 3 日早かった。「ヒノヒカ

リ」は 8月 14 日時点で出穂を確認できなかった。 

 



 

 


